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・『 』は著書の題名および雑誌・新聞名、「 」は作品名や論文・評論・雑誌記事・ 
 新聞記事などのタイトルを示す。単行本は『 』、複数の作品が収録された単行本の 
 作品や、雑誌に収録されたものは「 」で示す。 


























































 1980 年代末から 1990 年代にかけて、世界は社会主義圏の崩壊に伴う冷戦終結の時代
を迎えることとなった。ソ連を中心とする社会主義圏においては、すでに 1980 年代か
らこの体制を揺るがすような動きがあった。こうした動きをうけて、1989 年にはポー














































































































（朝日新聞社、昭和 34 年 6 号、1959 年 11 月 1 日刊）での収載を初出として、以後
『金達寿小説全集 第 2 巻』（筑摩書房、1980 年）に載せられた。短編「日本人妻」
の初出は、『別冊週刊朝日』（朝日新聞社、昭和 36 年 3 号、1961 年 5 月 1 日刊）所収
の「日本人妻物語」であり、以後、短編記録集『中山道』（東方社、1963 年）、『金
達寿小説全集 第 2 巻』（筑摩書房、1980 年）に「日本人妻」と題して収載された。
本論文ではどちらも『金達寿小説全集 第 2巻』所収のものを底本とする。 














 第 2 章では、松本清張の『北の詩人』（中央公論社、1964 年）を研究対象とし、初
出版である雑誌掲載の「北の詩人」（『中央公論』892 号－905 号、中央公論社、1962

















 第 3章と第 4章では、北朝鮮を直接訪問した 2人の作家による紀行文を論じる。 














































































化の詳細について以下のように述べられている。「日韓国交正常化交渉は、1951 年 10 月の予
備会談から始まり、1965 年の調印まで 14 年近くの歳月を要し、外交史に残る難交渉のひとつ



























めたデータ―「TBS 世論調査」（2003 年 5 月 31 日から 6 月 1 日実施）―もあることが明らか




























































































鮮文化 その古代遺跡をたずねて』(全 12 巻)（講談社、1970 年－1991 年）を発表した1。 
 金は、帰国事業を背景とした短編小説を 2 編残している。まず、短編小説「日本に残
す登録証」は、1959 年『別冊週刊朝日』（朝日新聞出版、昭和 34 年 6 号、1959 年 11
月 1 日刊）に発表され、以後『金達寿小説全集 第 2 巻』（筑摩書房、1980 年）に所
17 
 







『別冊週刊朝日』(朝日新聞出版、昭和 36 年 3 号、1961 年 5 月 1 日刊)に発表され、後
に「日本人妻」と改題されたものが短編記録集『中山道』（東方社、1963 年）と『金


























































































 テッサ・モーリス＝スズキによれば、帰国事業は、北朝鮮政府が 1959 年 11 月上旬に
ソ連に対して正式に帰国者のための配船を依頼して、クリリオン号とトボルスク号の 2
隻を用意し、1959 年 12 月 14 日に第一次帰国船 2 隻が 975 人を乗せて、受け入れ港に
決められた新潟港を出港して以降、1984 年 7 月 25 日に第 187 次最終船が出港するまで、








れている。その根拠は、1980 年 5 月 7 日の衆議院法務委員会で法務省入国管理局長が
答弁の中で挙げた数字（「日本国籍のまま北朝鮮に渡った日本人の数として男女合計で
6671 名、そのうち女性は 4082 名、日本人妻と推定される者の数は 1828 名」）である5。 
 




































対にもかかわらず、日本政府は 1956 年 4 月に北朝鮮政府からの在日朝鮮人への教育援































































日朝鮮人世帯、約 13 万世帯のうち、約 5 分の 1 から 3 分の１が日本人を妻とする世帯
であった16ことから推察すると、実際に北朝鮮に渡った 1800人あまりの日本人妻はむし
ろ特殊なケースであったとも考えられる。 












 一例として、金が、帰国第一船が出発した 1959 年 12 月 14 日の新潟港を取材し、






















































引用した 1959 年 8 月の『朝日新聞』の記事における、「帰国」に躊躇していた姜君江
の話した内容と対照的である。 























































































































































































































































































































































1のち講談社文庫より全 12巻刊行、講談社学術文庫から 3 巻まで刊行。 














13「北朝鮮に帰る人たちに」『毎日新聞』1959年 12月 13 日、3 面。 
14「帰国話はタブー――夫と子供にはさまれ」『朝日新聞』1959年 8月 14日、10面。 
15石田収編『北朝鮮の日本人妻からの手紙』日新報道、1994年、42 頁－69頁。 
16青木敦子、前掲書、126頁。 
17金達寿「新潟から帰った人々――意外に多い日本人妻 」『週刊朝日・別冊』昭和 35 年 2 号、
朝日新聞社、1960年 3月、102 頁。 
18青木敦子、前掲書、134頁。 
19「帰国船を見送って」『読売新聞』1959年 12月 15 日、11面。 
20金達寿「夫の国 朝鮮へ帰る“日本人妻”」『婦人公論』44 巻 5 号、中央公論新社、1959 年 5





















年）や『砂の器』（1961 年）等の多数の作品を残したが、1945 年 7 月 3 日から 1945 年


























































年 1 月－1963 年 3 月）と単行本『北の詩人』（中央公論社、1964 年）、そして『日本

































































1953 年「米国スパイ・政府転覆」の容疑で李承燁や林和ら 12 人とともに逮捕された。















































































































































ろう。実際、1962 年『中央公論』連載に初出の「北の詩人」には林和の詩 4 編が引用
されていた。そして、これらの詩は作品のストーリー展開と密接な関係をもっているに
もかかわらず、これまでの先行研究ではそのことについてあまり論じられてこなかった。




 テクストにおける詩の所在を概略すると、まず、連載第 1 回に、「(仮訳)林和 暗黒
の精神」と題した、林和の詩「暗黒の精神」のごく一部が引用されていた（この引用は
『北の詩人』単行本にそのまま収録される）。その他に連載時には 3 編の詩が掲載され






によって、第 1 回の「暗黒の精神」と第 4 回の「失題」を、弱い個人としての林和の内





 まず、1962 年 1 月刊、第 1 回連載「北の詩人」に引用された「暗黒の精神」をみて
みよう。 
   































































































































 このことに関してつけ加えると、連載版には、「暗黒の精神」の第 9 段落の内容も利



























































































以上の議論をまとめると、連載第 1 回目に直接引用された第 7 段落（部分）と、連載第
14 回目で間接的に引用された第 9 段落は、『北の詩人』を覆っている、暗く運命論的
なトーンを強調していると言ってよい。ただし、連載時に引用された他の 3 編の詩を考
慮すれば、松本がこの作品に込めたメッセージの複雑さが浮かび上がってくるだろう。 
 では次に、1962 年 4 月掲載の第 4 回「北の詩人」に付された「失題」(全文)につい
て触れる。この詩は「暗黒の精神」にも似たメッセージを作品に与えている。 
 
友よ けふこのごろ 或一つの運命に就て僕は考へさせられてゐる。 
 





































































 これまで確認した 2 編の詩からは、暗黒の時代に苦しみ葛藤する林和の内面を読み取
ることができた。ところが、連載テクストに掲載された 3 番目と 4 番目の詩では、前半
の詩とは大きく異なる闘士としての林和の側面が現れる。次に引用する詩は、1962 年
11月掲載の第 11回「北の詩人」に載せられていた 3番目の詩「人民抗争歌」である。 
 
１ 敵とともに たたかい死せる／われらの死をば かなしむなかれ／旗もておお
われよ 赤き旗／その下で死をば誓いし その旗を  
 













ピュラーな曲として普及した。この詩は、1946 年 10 月に、南朝鮮全土で起こった労働
運動である「10 月人民抗争」を歌ったものである。原詩は、全 3 節となっているが、
72 
 
雑誌連載版「北の詩人」に引用された詩は 2 節からなっており、それは原詩の 2 節とも





敵と闘い 斃れた／われらの死を 悲しむな／旗を 掛けてくれ 赤い旗を／その
下で 戦死を 誓った旗を 
 
血潮を流して 語るトンム17の／言葉が 胸に甦る／トンムよ さようなら 怨恨
の道を／復讐に血が 沸き上がる 
 
白色テロに 斃れたトンム／敵を探して 震える銃剣／祖国の自由を 売る敵を殲
滅しよう／進もう 人民遊撃隊18 
 



































































































































































































（1971 年－1972 年）、「網」（1975 年－1976 年）、「任務」（1955 年）、「繁昌するメス」
（1962 年）などがある。（南富鎮・鄭恵英「松本清張の朝鮮と韓国における受容」『松本清張
研究』12 号、北九州松本清張記念館 、2011年、62頁）。 
2林和は、1928 年に KAPF(朝鮮プロレタリア芸術同盟)に加担し、1935 年に解散するまで KAPF 書記
長を務めた。解放後は、南労党の一員として活動。1947 年 11 月に越北し朝・ソ文化協会副委員




4元朝鮮共産党の指導者。1946 年 9 月に越北し、同年 11 月に結成した南朝鮮労働党を北朝鮮にて
指導。北朝鮮副首相・外相をつとめたが 1953 年金日成による南労党系粛清で 1955 年 12 月に死
刑に処された。 












































『毎日新聞』1953年 8月 12 日、2面。 
10「朝鮮の粛清事件――べーリヤ事件の極東版」『世界週報』34 巻 26 号、時事通信社、1953 年、
58 頁。 
11『朝日新聞』（朝刊）1953 年 8 月 8 日付け記事「十二要人を粛清」には朴憲永の写真が掲載さ










14임화『임화전집 1 시』박이정、2000 年、87 頁－91 頁。（林和『林和全集１ 詩』パクイジョン、
2000年）。 
15「비극적인 상황에서의 “삶에 대한 지향”을 읽을 수도 있지만 최소한 이 시기에 임화가 
심각한 내면적 갈등을 격고 있었다는 사실은 충분히 전달된다」（전병준「1930 년대후반임화
의시연구」『韓国詩学研究』13 号、韓国詩学会、2005 年 8 月、328 頁）。(ジョンビョンジュン


































の招きを受け、北朝鮮入りした。10 月 22 日に中国の北京経由で北朝鮮へ入国し、3 週
間北朝鮮に滞在したが、滞在中は、金日成主席と会見したほか、農場や人民軍などを訪
れ、労働者の家庭に泊めてもらったりした。11 月 20 日の午後帰国した小田は、東京千
代田区富士見町の朝鮮総連本部で記者会見を行った3。 
 小田の訪朝は日本国内の各種のメディアで盛んにとりあげられた。たとえば、毎日新
聞は、11 月 27 日付の外電と総合面に「金日成主席は語る―小田実氏と一問一答」およ
び「金日成主席と会って」と題して、小田と金日成主席との会見内容の全文と小田の個
人的感想を掲載した。また、小田自身も精力的に北朝鮮旅行での体験を発表した。1977
年 2 月から 3 月まで週刊誌『朝日ジャーナル』に 5 回にわたって連載した「北朝鮮―そ
の現実と思想」は、『私と朝鮮』(筑摩書房、1977 年)として出版された。そして、月


























































































































































































































































































































































































































































































































1大高利夫『新訂 作家・小説家人名事典』日外アソシエーツ、2002年、181 頁。 
2朴正鎮
パクジョンジン
によれば、朝鮮対外文化連絡協会は 1965 年 4 月 14 日に設立された。基本任務は非政府
間の国際交流、中でも未修好国との民間交流を担当することと知られている。（朴正鎮『日朝
冷戦構造の誕生――1945－1965封印された外交史』平凡社、2012年、203頁）。 
3「学習の日々「よど号」乗っ取り犯――作家・小田氏が会う」『毎日新聞』1976 年 11 月 21 日、
23 面。 
4田勝「小田実訪朝記の読み方、日本教科書に韓国から要望(ニューズ・レビュー)」『Korea Rev
iew』20巻 182号、コリア評論社、1977年 2月、2頁。  
5反戦運動家の古屋能子(1920 年－1983 年)について『朝日新聞』の記事は以下のように述べてい
る。「昭和四十年ベ平連結成と同時に参加、新宿ベ平連を結成、代表となり、以来安保、日韓、
沖縄問題などに取り組んだ。」（「古谷能子さん」『朝日新聞』1983 年 10 月 16 日、23 面）。 
6古屋能子「「私と朝鮮」小田実著――著者への手紙」『現代の眼』19 巻 1 号、現代評論社、197
8 年 1 月、302頁－303 頁。 
7佐藤勝巳「共和国のくらし――小田実の「私と朝鮮」を論ずる (〔朝鮮民主主義人民〕共和国
のくらし・外交・経済〈特集〉) 『朝鮮研究』177 号、日本朝鮮研究所、1978 年 4 月、2 頁－
20 頁。 
8中央公論社外信部「米中ソの東北アジア外交を解読する」『中央公論』92 巻 5 号、中央公論社、
1977年 5 月、170頁－174頁。 










































9 グループ 130 人が北朝鮮を訪れたが、1987 年 11 月 11 日に起きた KAL 爆破事件をきっ
かけに日朝関係が悪化、中断された4。以後は 1989 年 10 月に 70 人の観光客が北朝鮮へ








て日本人の一般観光客 30 人を募集し、6 月 10 日から 6 日間の予定で出発する。費用は
27 万 9000 円」6と詳しく報じている。その後、1993 年 6 月には北朝鮮が核査察問題で











































































































 たとえば、時事通信社刊行の『世界週報』は北朝鮮に関する情報の乏しい 1970 年代



































































































































































































































































宮塚は、金日成主席が生まれて 70 年間生きた日数である 20550 という数字と誕生日で








 毎日新聞社論説委員で、香港と北京で 10 年間特派員生活を送ったジャーナリストの


































































































































































元気が出るテレビ!!』（日本テレビ、1985 年 4 月 14 日－1996 年 10 月 6 日）『ねるとん紅鯨






3「北朝鮮、日本に観光解禁」『朝日新聞』1987年 7月 19 日、1面。 
4「北朝鮮へ観光再び――関係の改善へ受け入れ」『朝日新聞』1989年 9月 14日、22面。 
5「名古屋－平壌間結ぶ商業チャーター便離陸――北朝鮮、観光振興に期待」『朝日新聞』1991
年 5月 17日、1 面。 
6「北朝鮮への観光旅行を再開――関係好転で 1年 8 ヵ月ぶり」『朝日新聞』1991年 5 月 16日、
3 面。 
7『お笑い北朝鮮』は、1993 年 9 月 15 日第 1 刷発行からおよそ 1 年後の 1994 年 10 月 25 日に第
38 刷発行となっている。それに対して『お笑い北朝鮮』の 1 年前に出版された同じく北朝鮮











































































――カーター訪韓と北朝鮮の人権〈特集〉」『自由』21 巻 9 号、自由社、1979 年 9 月、129
頁）。 
36宮塚利雄、前掲書、61 頁。 










































































































































































































 第 2 節で論じた、被害者と加害者の立場の逆転という問題を、作品発表当時の日本の
社会的背景に照らし合わせてみれば、この逆転が孕むメッセージが理解できると考えら
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111937 年 6 月 4 日、金日成が率いる東北抗日聯軍第六師 90 名が、鴨緑江付近の普天堡地域の駐
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19大塚英志「「被害者という強者」化する日本――保守論壇誌の「責任」と「成熟」のために






















 本論文は、1960 年代から 2000 年代の北朝鮮表象をとらえるために、金達寿、松本清
張、小田実、伊藤輝夫、村上龍のテクストを分析し考察してきた。以下では、その具体
的な意義や成果について各章ごとに述べることにする。 







































































































































―――「日本人妻」『金達寿小説全集 第 2巻』筑摩書房、1980年 
―――「日本に残す登録証」『金達寿小説全集 第 2巻』筑摩書房、1980年 
―――『金達寿小説集』講談社文芸文庫、2001年 
松本清張「北の詩人」『中央公論』892号－905号、中央公論社、1962年 1月－1963年   
    3月 
―――『北の詩人』中央公論社、1964年 
―――「日本の黒い霧」『松本清張全集 第 30巻』文藝春秋、1972年     













    日新報道、1994年 
李鐘元・木宮正史・浅野豊美編『東アジア冷戦編――歴史としての日韓国交正常化 １』 











北九州市立松本清張記念館編『第二回松本清張研究奨励事業研究報告書』北九州市立松   









    年 
全富億『金日成・正日の北朝鮮――今どうなっているかこれからどうなるか』日新報道、 




    書店、2003年 
関川夏央『退屈な迷宮――「北朝鮮」とは何だったのか』新潮社、1992年 
高崎宗司・朴正鎮編 『帰国運動とは何だったのか――封印された日朝関係史』平凡社、 
    2005年 
高橋哲哉『歴史／修正主義』岩波書店、2001年 
中根隆行『<朝鮮>表象の文化誌――近代日本と他者をめぐる知の植民地化』新曜社、 
    2004年 
西尾幹二編『新しい歴史教科書「つくる会」の主張』徳間書店、2001年 
日本経済新聞社編・衆議院内閣委員会専門員室編・日本国民年金協会広報部著『軍人恩 
    給早わかり・戦後における恩給制度の変遷・国民年金二十年秘史――日本社会 




















―――『임화전집 1 시（林和全集 1 詩）』박이정、2000年 
정재정『일본의논리』현음사、1998年 
한국오코노기연구회편『新한일관계론――과거에서미래로』도서출판오름、2005 







    30号、朝日新聞社、1985年 7月  
宇治川剛「後継者めぐり抗争説――対外柔軟路線へ戦術的転換か (北朝鮮で何が起って   
    いるのか〈特集〉)」『世界週報』57巻 42号、時事通信社、1976年 10月 
大塚英志「「被害者という強者」化する日本――保守論壇誌の「責任」と「成熟」のた 
    めに(特集「北朝鮮」の語られ方)」『論座』103 号、朝日新聞社、2003 年 1 月
荻野アンナ「斎藤澪奈子著『超一流主義』 伊藤輝夫『お笑い北朝鮮』 鶴見済『完 
    全自殺マニュアル』――笑止と笑死のあいだ」『文学界』48巻 2号、文藝春 
    秋、1994年 2月 
木屋隆安「北朝鮮日本人妻の悲劇――(カーター訪韓と北朝鮮の人権〈特集〉)」『自由』 
    21巻 9号、自由社、1979年 9月 
金達寿「夫の国朝鮮へ帰る“日本人妻”」『婦人公論』44巻 5号、中央公論新社、 
    1959年 5月 
―――「新潟から帰った人々――意外に多い日本人妻 」『週刊朝日・別冊』昭和 35年 2 
    号、朝日新聞社、1960年 3月 
高和政「俗情の再生産――村上龍『半島を出よ』の「想像力」〈特集〉国家の変貌)」  






世界週報編集部「朝鮮の粛清事件――べーリヤ事件の極東版」『世界週報』34 巻 26 号、 
    時事通信社、1953年 
玉城素「宮廷闘争に揺れる北朝鮮――金正一氏の後継者説とその背景」『世界週報』   
    58巻 14号、時事通信社、1977年 4月 
中央公論社外信部「米中ソの東北アジア外交を解読する」『中央公論』92巻 5号、中 
    央公論社、1977年 5月 
田勝「小田実訪朝記の読み方、日本教科書に韓国から要望(ニューズ・レビュー)」   
    『Korea Review』20巻 182号、コリア評論社、1977年 2月 
南富鎮・鄭恵英「松本清張の朝鮮と韓国における受容」『松本清張研究』12号、北九 
    州松本清張記念館、2011年 
西岡勉「共和国のくらし――｢私と朝鮮」を論ずる (〔朝鮮民主主義人民〕共和国のく 
    らし・外交・経済〈特集〉) 」『朝鮮研究』177号、日本朝鮮研究所、1978年 
        4月 
袴田茂樹・舛添要一・村田良平「独裁・テロと戦う決意をせよ――イラク・北朝鮮さ 
    し迫る危機・日本の選択」『諸君！』35巻 4号、文藝春秋、2003年 4月 
萩原遼「北朝鮮にはめられた松本清張――『北の詩人』の奇怪な成り立ち」『正論』   
    411号、産経新聞社、2006年 6月 
藤竹暁「北朝鮮問題をめぐる政治、大衆感情、そしてメディア――特集「9・17」から 




    論社、1978年 1月 
松浦寿輝・星野智幸・陣野俊史「鼎談 村上龍『半島を出よ』を読み解く」『文学界』 
    59巻 7号、文藝春秋、2005年 7月 
松本清張「長編小説 青い鴉―筆者のことば」『中央公論』中央公論社、1961年 12月 
渡辺武達「メディア操作される北朝鮮像――メディア・ホークス（4）」『評論・社会科学』 








「十二要人を粛清」『朝日新聞』1953年 8月 8日 
「朴副首相除名の内幕――北鮮のベリヤ事件“親米、政府転覆”が理由 南鮮との妥   
    協論に警告」『毎日新聞』1953年 8月 12日 
「賛成できない軍人恩給増額」『朝日新聞』1955年 6月 30日 
「朴憲永元外相に死刑を判決」『朝日新聞』1955年 12月 19日 
「恩給増額是か非か」『読売新聞』1958年 2月 2日 
「恩給増額か国民年金か」『朝日新聞』1958年 2月 4日 
173 
 
「帰国する朝鮮人――“日本人”も朝鮮へ」『読売新聞』1959年 2月 19日 
「帰国話はタブー――夫と子供にはさまれ」『朝日新聞』1959年 8月 14日 
「北朝鮮に帰る人たちに」『毎日新聞』1959年 12月 13日 
「帰国船を見送って」『読売新聞』1959年 12月 15日 
「学習の日々「よど号」乗っ取り犯――作家・小田氏が会う」『毎日新聞』1976年 11 
月 21日 
「古谷能子さん」『朝日新聞』1983年 10月 16日 
「北朝鮮、日本に観光解禁」『朝日新聞』1987年 7月 19日 
「北朝鮮へ観光再び――関係の改善へ受け入れ」『朝日新聞』1989年 9月 14日 
「北朝鮮観光再開へ一石か――日朝友好訪問団、団体で白頭山に登る」1990年 7月 2 
    日 
「北朝鮮への観光旅行を再開――関係好転で 1 年 8 ヵ月ぶり」『朝日新聞』1991 年 05
月 16日 
「名古屋－平壌間結ぶ商業チャーター便離陸――北朝鮮、観光振興に期待」『朝日新聞』 
















本比較文学会第 75回全国大会、於名古屋大学、2013年 6月 15日 
 
第３章  書き下ろし 
 
第４章  （１）口頭発表：「伊藤輝夫の『お笑い北朝鮮』における北朝鮮表象の考
察」、テクスト研究学会第 13 回大会、於甲南女子大学、2013 年 8 月 30 日、（２）口
頭発表：「伊藤輝夫『お笑い北朝鮮』における「インテリ」批判の意味」、平成 25 年
度筑波大学比較・理論文学会年次大会 於筑波大学、2014年 3月 18日 
 
第５章  論文（査読あり）：「過去と他者の消失――村上龍『半島を出よ』論」、
『比較文化研究』113号、日本比較文化学会、2014年 10月 
